
文学部（哲・史・文）の場合【納付必要額：81.6 万円（入学金：25.2 万円 学費：56.4 万円）】 

差額請求の例※1 

例：給付奨学金第３区分の採用候補者 

支払猶予をしない場合 ①入学手続締切までに 
81.6 万円（入学金：25.2 万円、1 期授業料等：56.4 万円）を納付 
②入学後（6 月下旬予定）に、国の支援分 20.07 万円※を大学を通じて返還  
※国の支援分：20.07 万円の内訳：入学金減免相当額 8.4 万円+1 期授業料減免額 11.67 万円）） 

支払猶予する場合 ①入学手続締切までに 25.2 万円を納付、 
②６月 30 日までに、1 期授業料等：56.4 万円-国の支援分：20.07 万円＝36.33 万円を大学へ支払。 
（内訳：入学金減免相当額 8.4 万円+1 期授業料減免額 11.67 万円） 

【注】いずれの場合も所定のガイダンス期間に、奨学金の進学後手続きを行った場合 
 

差額返還の例※2 

例：給付奨学金第 1 区分の採用候補者 

支払猶予をしない場合 ①入学手続締切までに 
81.6 万円（入学金：25.2 万円、1 期授業料等：56.4 万円）を納付 
②入学後に、国の支援分 60.2 万円※を大学を通じて返還  
※国の支援分：60.2 万円の内訳：入学金減免相当額 25.2 万円+1 期授業料減免額 35 万円 

支払猶予する場合 ①入学手続締切までに 25．2 万円を納付 
②入学後（6 月下旬予定）に、 
1 期授業料等：56.4 万円-国の支援分：60.2 万円＝3.8 万円を大学を通じて、返還。 
（内訳：入学金減免相当額 25.2 万円+1 期授業料減免額 35 万円） 

【注】いずれの場合も所定のガイダンス期間に、奨学金の進学後手続きを行った場合 
差額請求となるか差額返還となるかは、進学予定学部および給付奨学金の区分によって異なります。 
詳しくは「支払い金額または返還額」を確認してください。 


